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「世界エネルギーアウトルック2006」（以下「WEO2006」）では、
エネルギーの将来に関して、投資不足で脆弱かつ汚れた（under-
invested, vulnerable and dirty）ものとなるとの見方と、クリーンで
賢明かつ競争力がある（clean, clever and competitive）との見方
の双方について分析している。 
本書において国際エネルギー機関（IEA）は新たなエネルギーの将来
像を描き出し、これと実際に進んでいる方向とを対比することにより
G8首脳会議の要請に応えている。WEO2006は方向転換の指針を示
すとともに、費用と便益を算出し、便益の方が多いことを示している。
同時に、「WEO2006」は以下の問いにも答えている。
エネルギー価格高騰に対する経済の反応は単に遅れているだけ
なのか。 
石油とガスへの投資は順調に伸びているのか。
原子力エネルギー復活への条件は整いつつあるのか。
バイオ燃料は、石油燃料が道路輸送に独占的に使われている状
況を変えることができるのか。
開発途上国の25億人の人々は近代的な調理用燃料へ転換でき
るのか。
ブラジルは新たな教訓を学んでいるところか、それとも世界に教
訓を与えているのか。

「WEO2006」は、政策立案当局および一般の読者がエネルギーの将
来像を再構築するために、広範な統計データ、綿密な予測、分析、提
言を提供するものである。



化石燃料は2030年まで支配的な地位を占め続ける



世界のエネルギー安全保障への脅威は現実のものであり、 
高まりつつある



投資は行われるか



現在のエネルギー利用のトレンドが続けば 
二酸化炭素排出量はさらに増加する



政府の迅速な行動はエネルギーとCO2排出量の 
トレンドを変えることができる



新しい政策や措置は割に合う

原子力が改めて期待されている―一般の不安が解消されれば



バイオ燃料の貢献は新技術次第である  



代替政策シナリオを現実のものとするためには

さらなるエネルギー抑制のためには 
より大きな政策の後押しが必要



世界の貧困国が近代的エネルギーを 
利用できるようにすることが急務








